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研
究
室
報
告

①　

今
年
度
は
、
沼
田
一
郎
教
授
（
国
内
特
別
研
究
）
が
研
究
に
専
念
す

る
た
め
に
講
義
等
を
担
当
し
な
か
っ
た
。

②　

今
年
度
は
新
入
生
歓
迎
行
事
と
し
て
四
月
二
十
二
日
（
日
）
に｢

新

入
生
研
修
旅
行｣

を
行
い
、
哲
学
堂
公
園
、
江
戸
東
京
博
物
館
、
上
野

国
立
博
物
館
を
見
学
し
た
。
東
洋
思
想
文
化
学
科
一
年
生
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
と
し
て
実
り
多
い
見
学
会
と
な
り
、
ま
た
学
生
相
互
あ
る
い
は
教
員

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
者
各
位
に
は
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

③　

今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
た
海
外
文
化
研
修
（
韓
国
）
は
参
加
者
確
定

後
に
辞
退
者
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
最
少
催
行
人
数
を
下
回
り
、

取
り
や
め
と
な
っ
た
。

④　

本
年
度
、
大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）
の
公
開
研
究
発
表

会
を
春
学
期
（
七
月
四
日
）
と
秋
学
期
（
十
一
月
二
十
八
日
）
に
開
催

し
た
。
春
学
期
は
、
交
換
留
学
生
お
よ
び
新
入
生
研
究
計
画
：
李
鴻
・

村
田
啓
輔
：
カ
ム
ピ
ラ
ー
＝
ア
イ
ラ
ダ
ー
（
Ｍ
２
）「
パ
ー
リ
文
献
に

お
け
る
四
諦
十
六
行
相
の
研
究
」：
是
松
宏
明
（
Ｍ
２
）「
ジ
ャ
イ
ナ
教

に
お
け
るdhyāna

の
研
究
─
空
衣
派Śubhacandra

（
約
十
一
世
紀
）

著Jñānārṇava

に
お
け
るpiṇḍastha-dhyāna

」：
針
貝
京
子
（
Ｍ
２
）「『
成

就
法
の
花
環
』N

o.110

「
金
剛
タ
ー
ラ
ー
成
就
法
」
に
つ
い
て
」：
谷

釜
智
洋
（
Ｄ
１
）「
大
正
期
を
中
心
に
活
動
し
た
真
宗
大
谷
派
「
仏
教

学
会
」
の
研
究
─
「
仏
教
学
会
」
が
「
御
大
典
」
待
受
け
に
果
た
し
た

役
割
」：
梅
田
愛
子
（
Ｄ
２
）「『
維
摩
経
』
の
菩
薩
」：
崎
山
忠
道
（
Ｄ

３
）「『
稲
芉
経
』
漢
訳
諸
本
の
構
成
と
そ
の
思
想
」：
藤
井
明
（
Ｄ
３
）

「
イ
ン
ド
密
教
に
お
け
る
肉
の
売
却
─
『
ブ
ー
タ
ダ
ー
マ
ラ
・
タ
ン
ト

ラ
』
内
の
修
法
を
中
心
と
し
て
」：
ま
た
秋
学
期
は
、
蓮
見
太
朗
（
Ｍ
２
）

「『
ブ
ッ
ダ
ヴ
ァ
ン
サ
』に
お
け
るabhisam

aya-pariccheda

の
研
究
」：

星
宮
康
子
（
Ｍ
２
）「
イ
ン
ド
のāyus

論
─
「
留
命
行
」
と
「
捨
寿
行
」

を
め
ぐ
っ
て
」：
高
木
洋
介
（
Ｍ
２
）「
ア
ー
リ
ヤ
デ
ー
ヴ
ァ
に
於
け
る

否
定
の
思
想
─
『
四
百
論
』
第
一
六
章
に
お
け
る
主
張
（pakṣa

）
を

中
心
に
」：
藤
井
明
（
Ｄ
３
）「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
版B

hūtaḍām
aratantra 

の
性
質
と
特
徴
」：
伊
藤
頼
人
（
Ｄ
３
）「『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
一
五

巻
三
五
章
に
お
け
る
ダ
ル
マ
神
」。
ま
た
両
発
表
大
会
に
、
学
外
講
師

を
お
招
き
し
御
講
演
戴
い
た
。
各
大
会
の
講
師
名
、
所
属
、
講
演
テ
ー

マ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
春
学
期
発
表
大
会
）
斉
藤
明
先
生
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

「
如
来
蔵
（tathāgatagarbha

）
と
は
何
か
─
『
宝
性
論
』
の
如
来
蔵

解
釈
考
」

（
秋
学
期
発
表
大
会
）
森
雅
秀
先
生 

（
金
沢
大
学
人
間
社
会
研
究
域
・

人
間
科
学
系
・
フ
ィ
ー
ル
ド
文
化
学
コ
ー
ス
教
授
）「
女
性
の
姿
を
し

た
仏
た
ち
」

　

両
先
生
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

⑤　

七
月
二
十
九
日
（
土
）
開
催
の
白
山
中
国
学
会
に
お
い
て
、
大
学
院

生
（
中
国
哲
学
専
攻
）
の
研
究
報
告
・
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
博
士
前
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期
課
程
の
研
究
報
告
は
、【
Ｍ
１
】
于
淼
「
中
日
戦
争
中
の
老
舎
小
説

に
お
け
る
「
葛
藤
す
る
思
考
」
に
つ
い
て
―
―
『
四
世
同
堂
』
を
例
と

し
て
」、
樊
玉
文
「
漢
楽
府
詩
研
究
―
―
「
陌
上
桑
」
と
「
羽
林
郎
」

の
比
較
を
中
心
と
し
て
」、【
Ｍ
２
】
王
蘇
駿
「『
老
子
道
徳
経
』
に
お

け
る
「
無
」
に
つ
い
て
」、
李
慧
淳
「
過
小
評
価
さ
れ
た
王
朔
の
作
品
」、

車
暁
威
「
魯
迅
の
散
文
詩
集
「
野
草
」
の
生
命
哲
学
を
論
じ
る
」、
龐

芮
「
郁
達
夫
に
お
け
る
女
性
像
―
―
作
品
集
『
沈
倫
』
か
ら
」、
常
天

天「
巴
金『
寒
夜
』研
究
―
―「
好
人
」に
も
た
ら
さ
れ
る
悲
劇
の
意
味
」、

豊
田
尚
徳
「
康
有
為
の
大
同
思
想
形
成
の
過
程
」。
博
士
後
期
課
程
の

研
究
発
表
は
、【
Ｄ
１
】
黒
田
祐
介
「
朱
熹
に
お
け
る
『
孟
子
』
の
「
赤

子
の
心
」
解
釈
に
つ
い
て
」、
余
祺
琪
「
朱
熹
・
陸
九
淵
・
王
陽
明
の

中
和
問
題
に
つ
い
て
」、【
Ｄ
３
】
志
村
敦
弘
「
王
守
仁
の
聖
人
論
」。

そ
の
後
、
基
調
講
演
と
し
て
、
坂
井
多
穂
子（
本
学
科
准
教
授
）「『
乾
淳
』

と
『
元
祐
』
―
南
宋
詩
人
は
北
宋
詩
人
を
ど
う
見
た
か
」、
市
來
津
由

彦 

（
二
松
学
舎
大
学
文
学
部
特
別
招
聘
教
授
）「
朱
子
学
の
言
葉
・
陽

明
学
の
言
葉
」
の
お
二
方
に
御
講
演
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
二
〇
一
九

年
三
月
一
六
日
（
土
）
に
開
催
す
る
白
山
中
国
学
会
に
お
い
て
も
、
大

学
院
生
の
研
究
報
告
・
修
論
発
表
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

⑥　

一
〇
月
十
一
日
（
木
）
四
限
（「
中
国
哲
学
史
Ｂ
」）
の
時
間
に
、
銭

明
先
生
（
浙
江
省
社
会
学
院
研
究
員
）
を
招
聘
し
て
、「
現
代
中
国
大

陸
の
陽
明
学
フ
ィ
ー
バ
ー
」
と
い
う
演
題
で
、
公
開
学
術
講
演
会
を
開

催
し
た
。
多
数
の
方
に
聴
講
し
て
い
た
だ
き
、
質
疑
応
答
も
活
発
に
行

わ
れ
た
。

⑥　

本
年
度
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
カ
ン
ピ
ラ
ー
＝
ア
イ

ラ
ダ
ー
、
黒
田
祐
介
、
佐
藤
智
博
、
澤
田
容
子
、
志
村
敦
弘
、
藤
井
明

（
五
〇
音
順
）
の
各
氏
が
担
当
し
た
。

⑦　

本
年
度
の
卒
業
論
文
・
制
作
の
提
出
者
は
、
第
Ⅰ
部
東
洋
思
想
文
化

学
科
で
は
一
〇
八
名
、
第
Ⅱ
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
で
は
一
六
名
、
ま

た
第
Ⅱ
部
イ
ン
ド
哲
学
科
で
は
二
名
で
あ
っ
た
。
大
学
院
の
修
士
論
文

提
出
者
は
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
で
は
六
名
、
中
国
哲
学
専
攻
で
は

三
名
で
あ
っ
た
。
本
年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る
褒
賞
は
左
記
の
通
り

で
あ
る
。

【
校
友
会
奨
学
基
金
】

　

学　

部　
　

稲
垣　

基
（
Ⅰ
部
）、
佐
藤
亜
美
（
Ⅱ
部
）

　

大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）
是
松
宏
明

　
　
　
　

（
中
国
哲
学
専
攻
）　　

樊　

玉
文

【
勧
学
奨
学
基
金
】

　

学　

部　

齋
木
優
愛
（
Ⅰ
部
）、
林　

拓
哉
（
Ⅱ
部
）

　

・
田
村
芳
朗
奨
学
基
金

　

学　

部　

寺
嵜
大
典
（
Ⅰ
部
）、
森
田
晃
成
（
Ⅱ
部
）

　

大
学
院　

蓮
見
太
朗
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＊
二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
二
〇
一
三
年
三
月
ま
で
、
文
学
部
中
国
哲
学
文
学

科
に
所
属
さ
れ
て
い
ま
し
た
山
岡
景
行
先
生
が
、
二
〇
一
七
年
十
一
月

二
十
八
日
に
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十
二
歳
。
生
前
、
親
し
く

さ
れ
て
い
た
先
生
方
か
ら
、
追
悼
の
辞
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌

山
岡
景
行
先
生
を
偲
ぶ

野
間
信
幸

　

山
岡
先
生
は
か
つ
て
「
東
洋
大
学
の
良
心
」
と
い
う
こ
と
ば
で
、
当
時

社
会
学
部
の
教
授
で
あ
っ
た
稲
木
哲
郎
先
生
（
現
名
誉
教
授
）
の
言
動
を
、

真
っ
当
に
評
価
さ
れ
て
い
た
。
他
者
へ
の
評
価
は
、
往
々
に
し
て
自
分
の

姿
を
反
映
し
て
し
ま
う
も
の
だ
、
と
私
は
思
う
。
山
岡
先
生
は
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
稲
木
先
生
と
は
思
想
信
条
が
異
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
で
も
両
者
に
は
相
照
ら
す
も
の
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
弱
者
に
寄
り
添
お
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
り
、
権
力
者
や

そ
れ
に
媚
び
入
る
俗
物
た
ち
（
魯
迅
の
言
う
「
奴
隷
の
主
人
」）
と
一
線

を
画
そ
う
と
す
る
、
毅
然
た
る
態
度
で
あ
っ
た
り
す
る
。
い
ず
れ
も
人
と

し
て
の
存
立
に
関
わ
る
根
本
的
な
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。
山
岡
先
生
も
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
局
面
に
あ
っ
て
も
良
心
を
貫
く
矜
持
を
持
ち
続
け
ら
れ

た
こ
と
で
、
私
は
「
東
洋
大
学
の
良
心
」
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

生
物
学
を
専
門
分
野
と
さ
れ
た
山
岡
先
生
が
、
ま
っ
た
く
分
野
の
違
う

文
学
部
の
中
国
哲
学
文
学
科
に
所
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
大
学

の
組
織
改
革
に
伴
う
教
養
課
程
廃
止
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
〇

年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
自
然
科
学
分
野
の
責
任
者
を
長
く
務

め
て
こ
ら
れ
た
先
生
に
と
っ
て
、
五
十
五
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
所
属
転
換

は
、
あ
ま
り
居
心
地
の
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で

も
先
生
の
お
人
柄
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
、
新
た
な
所
属
先
に
先
生
は
軟

着
陸
を
果
た
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
出
会
い
が
ご
縁
と
な
っ
て
、
数
年
後
に

私
が
学
科
主
任
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
と
、
陰
に
な
り
日
向
に
な
っ
て
励

ま
し
て
く
だ
さ
り
、
支
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

晩
年
の
先
生
は
、
教
授
会
で
「
ご
意
見
番
」
の
役
目
を
自
ら
任
じ
ら
れ

て
い
た
。
損
な
役
回
り
で
あ
る
。
百
名
を
超
す
大
所
帯
で
、
議
事
の
進
行

を
止
め
て
疑
義
を
質
す
の
は
勇
気
の
い
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
し
、
発
言
内
容
に
そ
の
必
要
性
と
責
任
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
ん
な
圧
迫
感
に
抗
し
な
が
ら
真
っ
当
な
こ
と
を

述
べ
よ
う
と
す
る
の
は
、
使
命
感
な
く
し
て
行
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

ん
な
「
ご
意
見
番
」
を
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
も
う
出
て
こ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
山
岡
先
生
は
こ
う
し
て
、
教
授
会
を
思
考
停
止
か
ら

度
々
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
山
岡
先
生
の
手
が
上
が
る
と
、
明
ら
か
に
怖

が
っ
て
し
ま
う
学
部
長
も
い
た
。
山
岡
先
生
の
存
在
感
に
、
圧
倒
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

い
っ
ぽ
う
学
生
に
は
、
優
し
く
接
し
て
お
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
行
き
場

を
失
っ
た
学
生
に
は
、
専
攻
を
超
え
て
温
か
く
手
を
差
し
延
べ
ら
れ
、
居

場
所
を
与
え
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
う
え
で
学
生
の
立
ち
直
り
を
手
助
け
さ
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れ
、
や
が
て
学
生
が
帰
還
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
そ
っ
と
背
中
を
押
さ
れ

て
い
た
。
じ
っ
さ
い
副
専
攻
で
生
物
学
を
学
ん
だ
学
生
の
な
か
に
は
、
山

岡
先
生
を
生
涯
の
師
と
し
て
慕
う
学
生
も
い
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
先
生

の
佇
ま
い
に
は
、
大
学
の
教
員
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
が
よ
く
表
れ
て
い
た

と
思
う
。
な
か
な
か
真
似
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
身
近
に
先
生
が
い

て
く
だ
さ
っ
た
お
蔭
で
、
学
生
へ
の
接
し
方
で
大
切
な
も
の
を
見
失
わ
ず

に
済
ん
だ
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
。

　

最
後
に
学
科
で
の
先
生
の
お
姿
を
い
く
つ
か
並
べ
、
感
謝
の
気
持
ち
を

記
し
て
お
き
た
い
。
私
は
二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
十
一
年
間
、
中
国
哲
学

文
学
科
の
主
任
を
務
め
た
。
十
一
年
目
は
山
岡
先
生
の
退
職
の
年
で
あ

り
、
ま
た
学
科
統
合
に
よ
り
中
国
哲
学
文
学
科
が
消
滅
し
た
年
で
あ
っ

た
。
こ
の
間
山
岡
先
生
は
学
科
会
議
に
律
儀
に
出
席
さ
れ
、
私
の
覚
束
な

い
学
科
運
営
を
助
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
た
だ
し
ご
自
身
の
立
場
と
直
接
関

連
し
な
い
議
題
に
は
、
一
切
口
出
し
を
さ
れ
な
か
っ
た
。
常
に
公
平
な
目

線
で
学
科
の
有
り
様
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
、
人
事
の
際
に

は
学
科
内
で
の
監
査
役
を
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
投
票
権
を
持
た

な
い
面
倒
な
役
目
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ

た
。
今
で
も
い
ち
ば
ん
感
謝
し
て
い
る
の
は
、
学
科
の
意
思
を
無
視
し
た

統
合
が
強
行
さ
れ
た
時
、
頽
（
く
ず
お
）
れ
た
妥
協
を
図
る
よ
り
は
抵
抗

し
な
が
ら
滅
ん
で
ゆ
こ
う
と
し
た
学
科
の
方
針
に
、
理
解
を
示
し
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
だ
。
先
生
は
「（
統
合
は
）
嫌
が
る
結
婚
を
無
理
に
さ
せ

る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
仰
っ
て
、
負
け
戦
に
最
後
ま
で
支
援
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
理
不
尽
な
こ
と
に
は
け
っ
し
て
与
し
な
い
山
岡
先
生
の
支
持

に
、
ど
れ
ほ
ど
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
。
客
観
的
な
判
断
が
必
要
な
時

に
、
先
生
の
存
在
は
心
強
か
っ
た
。
あ
れ
か
ら
い
く
つ
も
の
歳
月
を
経
た

が
、
先
生
へ
の
感
謝
の
念
は
い
ま
だ
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
い
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
や
は
り
山
岡
先
生
は
、「
東
洋
大
学
の
良
心
」
を
体

現
さ
れ
た
教
育
者
で
あ
り
研
究
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ど
う
ぞ
安
ら

か
に
お
眠
り
下
さ
い
。
合
掌

　

二
〇
一
八
年
十
二
月�

（
元
中
国
哲
学
文
学
科
主
任
）

山
岡
景
行
先
生
を
偲
ぶ

米
山
忠
興

　

東
洋
大
学
自
然
科
学
分
野
の
生
物
学
担
当
の
山
岡
景
行
先
生
が

２
０
１
７
年
11
月
28
日
に
、
満
７
２
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
東
洋
大
学
に
１
９
７
７
年
に
赴
任
し
て
以
来
、
同
学
年
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
ず
っ
と
親
し
く
し
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
初
め
の
頃
、

自
然
分
野
の
会
議
に
出
る
と
、
虎
尾
・
大
野
・
生
沼
と
い
う
大
先
生
方
が
、

大
学
や
自
然
分
野
の
と
る
べ
き
方
向
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
よ
う
な
議
論

を
す
る
と
き
、
多
く
の
場
合
の
最
後
の
決
め
手
は
、
山
岡
先
生
の
意
見
を

聞
く
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
自
然
分
野
の
仲
間
の
先
生
方
に
頼
り
に
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。
先
生
の
情
報
収
集
や
情
勢
分
析
は
と
て
も
適
切
で
、

我
々
は
い
つ
も
そ
の
判
断
を
頼
り
に
し
て
い
ま
し
た
。
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先
生
の
神
経
生
理
の
理
論
と
実
験
的
研
究
は
、
実
験
設
備
の
工
作
に
必

要
な
電
気
機
械
ま
で
、
深
く
し
か
も
幅
広
い
学
識
と
応
用
力
を
備
え
て
い

ま
し
た
。
一
応
物
理
系
で
あ
る
私
も
い
つ
も
な
る
ほ
ど
と
納
得
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
パ
ソ
コ
ン
が
あ
ま
り
得
意
で
な
い
私
に
と
っ
て

は
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
指
導
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
夫
妻
は
、
お
も
に
大
学
の
同
級
生
だ
っ
た
奥
様
の
ご
希
望
ら
し
く
、

季
節
の
草
花
を
鑑
賞
す
る
た
め
に
、
各
地
を
旅
行
な
さ
っ
て
い
た
よ
う

で
、
花
の
季
節
に
は
、
よ
く
そ
の
旅
行
の
話
を
お
聞
き
し
た
も
の
で
し
た
。

　

若
い
こ
ろ
か
ら
の
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
共
同
研
究
者
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
研
究
を
続
け
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
て
、
大
学
を
定
年
よ
り
２

年
早
く
退
職
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
奥
様

の
ご
病
気
や
、
共
同
研
究
者
の
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
思
っ
て
い
た
よ
う

に
は
事
が
運
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
時
、
今
か
ら
お
よ
そ
２
年
ほ
ど
前
に
胃
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
、

手
術
そ
の
も
の
は
、
成
功
し
た
よ
う
で
す
が
、
お
そ
ら
く
、
転
移
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
先
生
と
さ
い
ご
に
お
話
し
し
た
の

は
、
来
週
か
ら
抗
ガ
ン
剤
の
投
与
が
始
ま
る
、
と
お
聞
き
し
た
２
０
１
７

年
４
月
５
日
の
電
話
で
し
た
。

　

さ
ら
に
も
う
一
仕
事
と
思
っ
て
、
果
た
せ
な
か
っ
た
無
念
さ
は
、
拝
察

す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、
先
生
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
自
然
科
学
分
野
の
元
同
僚
）

山
岡
先
生
の
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ

手
塚
洋
一

　

山
岡
先
生
が
暮
れ
に
な
る
と
大
腸
ポ
リ
ー
プ
の
除
去
の
た
め
、
毎
年
入

院
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
米
山
先
生
か
ら
亡
く

な
ら
れ
た
と
い
う
連
絡
を
い
た
だ
い
た
時
に
は
び
っ
く
り
い
た
し
ま
し

た
。
ま
だ
お
元
気
で
い
ら
し
て
る
と
ば
か
り
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
。

　

私
が
東
洋
大
学
の
教
員
に
な
っ
た
時
、
自
然
科
学
分
野
の
主
任
が
山
岡

先
生
で
し
た
。
面
接
の
時
に
、
積
極
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
当
時
の
自
然
分
野
の
最
年

少
が
同
い
年
の
米
山
先
生
と
山
岡
先
生
で
、
山
岡
先
生
が
言
わ
れ
る
に
は

数
か
月
米
山
先
生
よ
り
若
い
そ
う
で
す
。
や
っ
と
こ
き
使
え
る
年
下
が
で

き
た
か
（
山
岡
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
は
な
く
、
私
の
印
象
で
す
）

と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
理
論
物
理
が
専
門
の
私
か
ら
は
理
科
の
中
で

も
最
も
遠
い
分
野
で
あ
る
生
物
学
の
山
岡
先
生
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　

当
時
の
実
験
室
で
は
保
冷
庫
の
中
で
山
岡
先
生
自
慢
の
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
エ
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
生
食
堂
な
ど
で
こ
ば
え
な
ど
が
見
つ

か
る
と
よ
く
学
生
は
実
験
室
か
ら
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
が
逃
げ
出
し
た
の

で
は
な
い
か
と
噂
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
山
岡
先
生
に
聞
き
ま
す
と
、
実

験
室
の
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
は
20
℃
以
上
に
な
る
と
仮
死
状
態
に
な
る
よ

う
な
遺
伝
形
質
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
逃
げ
出
し
て
も
食
堂
を
飛
び
回
る

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
そ
う
で
す
。
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教
養
課
程
解
体
の
時
期
に
ち
ょ
う
ど
順
番
で
分
野
主
任
を
し
て
い
た
私

の
自
宅
に
山
岡
先
生
か
ら
よ
く
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。（
当
時
は

携
帯
電
話
も
な
く
、
メ
ー
ル
も
使
い
勝
手
の
悪
い
も
の
で
し
た
）
測
っ
た

よ
う
に
私
の
帰
宅
直
後
で
し
た
。
私
が
委
員
会
に
出
席
し
た
直
後
で
も
山

岡
先
生
は
そ
の
委
員
会
で
何
が
ど
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
か
を
把
握
し
て
お

り
、
適
切
な
意
見
を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
情
報
網
の
す
ご
さ
に
感

心
し
て
お
り
ま
す
と
、
う
ち
の
奥
さ
ん
は
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
ば
ら
ま

い
て
情
報
収
集
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。

　

山
岡
先
生
の
ご
逝
去
に
い
ま
だ
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
。

（
経
済
学
部　

自
然
科
学
研
究
室
）
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二
〇
一
八
年
度
業
績
（
二
〇
一
八
年
一
月
～
十
二
月
）

伊
吹
　
敦

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
禅
研
究
の
意
義
と
国
際
的
禅
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
必
要
性
─「
武

漢
大
学
国
際
禅
文
化
研
究
中
心
」と「
東
洋
大
学
国
際
禅
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」」（『
国
際
禅
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
一
八
年
二
月
、
一
～
一
四
頁
）

「
初
期
禪
宗
と
「
般
若
經
」」（『
国
際
禅
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
一
八
年
二

月
、
七
五
～
九
三
頁
）

「
支
那
內
學
院
に
お
け
る
日
本
佛
敎
學
受
容
の
一
側
面
―
呂
澂
編
譯
『
印

度
佛
教
史
略
』に
見
る
原
書
の
改
變
を
中
心
に
」（『
東
洋
思
想
文
化
』五
、

二
〇
一
八
年
三
月
、
五
八
～
九
八
頁
）

「
浄
覚　

注
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
」）（
渡
辺
章
悟
・
高
橋
尚
夫
編
『
般
若

心
経
註
釈
集
成
〈
中
国
・
日
本
編
〉』
起
心
書
房
、
二
〇
一
八
年
七
月
、

二
九
七
～
三
三
七
頁
）

「
胡
適
の
禅
研
究
の
史
的
意
義
と
そ
の
限
界
」（『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論

集
』
四
九
、二
〇
一
八
年
一
〇
月
、
三
五
六
～
三
七
二
頁
）

「
人
間
佛
敎
に
お
け
る
禪
評
價
の
問
題
」（『
国
際
禅
研
究
』
二
、二
〇
一
八

年
一
〇
月
、
三
一
～
六
三
頁
）

〈
そ
の
他
〉

「
仏
教
界
の
覚
醒
と
禅
（
中
之
下
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

五
二
」（『
禅

文
化
』
二
四
七
、二
〇
一
八
年
一
月
、
一
〇
四
～
一
一
四
頁
）

「
仏
教
界
の
覚
醒
と
禅
（
下
之
上
）」
要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

五
三
」（『
禅

文
化
』
二
四
八
、二
〇
一
八
年
四
月
、
一
〇
二
～
一
一
二
頁
）

「
仏
教
界
の
覚
醒
と
禅
（
下
之
下
）」
要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

五
四
」（『
禅

文
化
』
二
五
〇
、二
〇
一
八
年
一
〇
月
、
一
三
〇
～
一
四
一
頁
）

〈
翻
訳
〉

「
黄
青
萍
著
「
敦
煌
文
献
に
見
る
北
宗
禅
と
そ
の
研
究
の
意
義
」」（
単
訳
、

『
国
際
禅
研
究
』
二
、二
〇
一
八
年
一
〇
月
、
九
九
～
一
一
五
頁
）

「
張
超
著
「
禅
林
筆
記
と
大
慧
派
の
禅
僧
仲
温
暁
瑩
」」（
単
訳
、『
国
際
禅

研
究
』
二
、二
〇
一
八
年
一
〇
月
、
一
九
九
～
二
二
三
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
・
韓
・
中
国
際
仏
教
学
術
大
会
（
幹
事
・

編
集
委
員
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
（
役
員
）
／
日
本
印
度
学
仏
教

学
会
（
会
員
）
／
仏
教
史
学
会
（
会
員
）
／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会

（
会
員
）

学
会
発
表
等

「
井
上
円
了
の
仏
教
理
解
と
そ
の
影
響
―
近
代
中
国
仏
教
と
の
関
連
を

中
心
に
」（
二
〇
一
八
年
九
月
二
日
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
九

回
学
術
大
会
、
パ
ネ
ル
Ｃ
代
表
者
、
発
表
題
目
「
近
代
仏
教
に
お
け
る

井
上
円
了
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
」、
東
洋
大
学
一
二
〇
五
教
室
）



─ 62 ─

「
佛
敎
は
哲
學
な
り
や
宗
敎
な
り
や
（
上
）
―
近
代
日
本
に
お
け
る
佛

敎
の
宗
敎
化
と
禪
宗
・
眞
宗
の
一
元
的
理
解
の
誕
生
」（
二
〇
一
八
年

一
〇
月
一
三
日
、
国
際
禅
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
定
例
研
究
会
、
東
洋
大

学
文
学
部
会
議
室
）

「
佛
敎
は
哲
學
な
り
や
宗
敎
な
り
や
（
下
）
―
近
代
中
國
に
お
け
る
淨

土
敎
・
禪
宗
評
價
と
佛
敎
の
脫
宗
教
化
」（
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
七
日
、

国
際
禅
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
定
例
研
究
会
、
東
洋
大
学
第
一
会
議
室
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
助
成
金
「
海
外
の
研
究
者
と
の
連
携
に
よ
る
中
国
・
日
本
に

お
け
る
禅
思
想
の
形
成
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
基
盤
研
究
（
Ａ
）

17H
00904

）
硏
究
代
表
者

井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
：
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
仏
教
思
想
の
成
立
と
展
開
、
並
び
に
そ
の
意
義
の
解
明
」
研

究
代
表
者

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
・
卒
論
指
導
⑥
（
Ⅰ
部
、
通
年
）

中
国
仏
教
史
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

中
国
仏
教
史
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

仏
教
漢
文
Ａ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
特
講
Ⅳ
Ｂ
（
Ⅰ
部
、
秋
学
期
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
三
回
担
当

「
は
じ
め
に
」（
四
月
一
一
日
）

「
回
峰
行
に
見
る
身
体
と
心
」（
六
月
二
〇
日
）

「
ま
と
め
・
試
験
」（
七
月
二
五
日
）　

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
三
回
担
当

「
は
じ
め
に
」（
九
月
二
六
日
）

「
近
代
に
お
け
る
禅
の
再
発
見
―
胡
適
・
鈴
木
大
拙
・
和
辻
哲
郎
」

（
一
〇
月
三
日
）

「
ま
と
め
・
試
験
」（
一
月
一
六
日
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

「
哲
学
館
の
後
継
者
た
ち
の
活
躍
―
境
野
黄
洋
、
高
嶋
米
峰
な

ど
」（
一
〇
月
二
七
日
）

東
洋
大
学
・
井
上
円
了
研
究
（
文
学
部
基
盤
教
育
科
目
、
Ⅰ
・

Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）
一
回
担
当

「
井
上
円
了
の
仏
教
思
想
と
そ
の
影
響
」（
五
月
一
二
日
）

大
学
院
：
中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

自
己
点
検
・
評
価
活
動
推
進
委
員
会
委
員
（
文
学
研
究
科
）、
文
学
部
内

自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
委
員
（
東
洋
思
想
文
化
学
科
）・
東
洋
大
学
東

洋
学
研
究
所
研
究
員
・
編
集
委
員

○
社
会
的
活
動

（
公
益
財
団
法
人
）
中
村
元
東
方
研
究
所
兼
任
研
究
員



─ 63 ─

岩
井
　
昌
悟

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

学
会
参
加

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
（
東
洋
大
学
）
に
参
加
、

二
〇
一
八
年
九
月
一
日
～
九
月
二
日

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本

佛
教
学
会
（
会
員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）
／
パ
ー
リ
学
仏
教
文

化
学
会
（
普
通
会
員
）、
日
本
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（
会
員
）
／
国
際
井
上

円
了
学
会
（
理
事
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
河
本
英
夫
［
東
洋

大
学
］）
研
究
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
⑤
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

パ
ー
リ
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅲ
Ａ
（
Ⅰ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅰ
部
）

総
合
Ⅷ
Ａ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春

学
期
）
二
回
担
当

「
日
本
を
ど
う
考
え
る
の
か 

― 

井
上
円
了
の
忠
と
孝
」（
五
月

二
十
六
日
、
五
時
限
）

「
井
上
円
了
の
教
育
と
仏
教
─
教
育
は
勅
語
に
基
づ
き
、
宗
教

は
仏
教
を
取
る
」（
六
月
三
十
日
、
五
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
仏
教
の
身
体
論
」（
五
月
二
十
三
日
、
七
時
限
）

全
学
総
合
Ｉ
Ａ
一
回
担
当

「
初
期
仏
教
に
お
け
る
正
義
と
自
由
」（
七
月
十
九
日
、
五
時
限
）

東
洋
大
学
・
井
上
円
了
研
究
一
回
担
当

「
井
上
円
了
の
釈
迦
」（
五
月
十
九
日
、
四
時
限
）

大
学
院
：
初
期
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

第
一
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
学
科
長
／
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大

学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

川
崎
　
ミ
チ
コ

○
研
究
活
動

〈
学
会
発
表
〉

「
敦
煌
本
佛
母
経
と
金
棺
出
現
図
に
つ
い
て
」
第
七
回
三
国
国
際
仏
教
学
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術
大
会
（
二
〇
一
八
年
六
月
三
〇
日
～
七
月
一
日
・
ソ
ウ
ル
・
韓
国
仏

教
歴
史
文
化
記
念
館
国
際
会
議
場
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

仏
教
史
学
会
（
会
員
）・
日
本
中
国
学
会
（
会
員
）・
日
本
道
教
学
会(

理
事)

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
文
学
講
読
Ａ
・
Ｂ
〈
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
〉

中
国
文
献
学
Ａ
・
Ｂ
〈
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
〉

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
〈
Ⅱ
部
〉

漢
文
訓
読
法
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅲ
Ａ

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
図
書
館
副
館
長
（
白
山
図
書
館
担
当
）・
学
科
内
会
計
担
当

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究

員

○
社
会
的
活
動

東
洋
大
学
公
開
講
座
・
文
京
ア
カ
デ
ミ
ア
講
座
「
暦
・
干
支
に
見
る
中
国

文
化
―
―
〝
孟
春
〟・〝
仲
春
〟
と
は
何
で
す
か
？
」(

第
一
回
六
月
八
日
・

第
二
回
六
月
一
五
日
・
第
三
回
六
月
二
十
二
日)

坂
井
　
多
穂
子

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「「
乾
淳
」
と
「
元
祐
」
―
―
南
宋
詩
人
は
蘇
軾
を
ど
う
見
た
か
―
―
」、『
日

本
宋
代
文
學
學
會
報
』
第
四
集
、
二
〇
一
八
年
五
月
、
九
一
～
一
一
五

頁

〈
そ
の
他
〉

「
吉
水
南
溪
と
『
楊
誠
齋
集
』
―
―
南
宋
詩
人
、
楊
万
里
の
故
郷
を
訪
問

し
て
―
―
」、『
白
山
中
国
学
』 

通
巻
二
十
四
号 

、
二
〇
一
八
年
三
月
、

三
三
～
四
〇
頁

〈
学
会
発
表
等
〉

学
会
発
表
の
司
会
・
大
井
さ
き
氏
（
広
島
大
学
）「
対
句
表
現
に
見
る
慶

暦
期
後
半
の
梅
堯
臣
詩
」、
日
本
宋
代
文
学
学
会
第
五
回
大
会
（
於　

慶
應
義
塾
大
学
）、
二
〇
一
八
年
五
月
二
十
六
日

公
開
講
演
の
司
会
・
川
合
康
三
教
授
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
國
學
院
大

学
特
別
専
任
教
授
）「
中
国
の
文
学
・
日
本
の
文
学
」、
東
洋
大
学
東
洋

学
研
究
所
主
催
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
八
日

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
大
会
委
員
会
委
員
）
／
日
本
宋
代
文
学
学
会
（
理
事
）

／
白
山
中
国
学
会
（
理
事
・
会
計
委
員
）
／
中
唐
文
学
会
（
会
員
）
／

中
国
文
史
研
究
会
（
会
員
）
／
日
本
杜
甫
学
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
） 
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中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

中
国
学
研
究
法
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

漢
文
訓
読
法
（
Ⅰ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅱ
部
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
中
国
文
学
と
身
体 

― 

纏
足
に
み
る
女
性
観
」（
四
月
二
十
五

日
、
七
時
限
）

全
学
総
合
講
義
「
哲
学
へ
の
誘
い
」
一
回
担
当

「
纏
足
に
み
る
女
性
観
」（
六
月
二
十
一
日
、
五
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
文
学
特
論
Ⅱ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ
（
博
士
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
部
外
国
語
委
員
会
委
員
／
文
学
部
入
試
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東

洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員

小
路
口
　
聡

○
研
究
活
動

〈
編
著
書
〉

『
語
り
合
う
〈
良
知
〉
た
ち
―
―
王
龍
溪
の
良
知
心
学
と
講
学
活
動
―
―
』

研
文
出
版
、
二
〇
一
八
年
二
月
、　

全
四
二
一
頁
＋
索
引
二
〇
頁　

＊

序
論
、
あ
と
が
き
、
編
修
を
担
当

〈
論
文
〉

「
良
知
心
学
と
講
学
活
動
」、
小
路
口
聡
編
『
語
り
合
う
〈
良
知
〉
た
ち
』

序
論
、
研
文
出
版
、
二
〇
一
八
年
二
月
、
三
～
二
五
頁

「
王
龍
溪
の
良
知
心
学
と
講
学
活
動
―
―
嘉
靖
三
十
六
年
の
「
新
安
福
田

の
会
」
を
中
心
に
―
―
」、
小
路
口
聡
編
『
語
り
合
う
〈
良
知
〉
た
ち
』

所
収
、
研
文
出
版
、
二
〇
一
八
年
二
月
、
二
四
三
～
二
七
七
頁

〈
訳
注
〉

 

「
王
畿
「
書
績
溪
穎
濱
書
院
同
心
會
藉
」
訳
注
―
―
陽
明
門
下
の
講
会

活
動
記
録
を
読
む
（
三
）
―
―
」、『
東
洋
思
想
文
化
』『
東
洋
思
想
文

化
』
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
71
集
（
東
洋
思
想
文
化
学
科
篇
Ⅴ
），

二
〇
一
八
年
二
月
，
一
～
二
八
頁

 

「
鄒
守
益
「
会
語
」
資
料
（
青
原
の
会
）
訳
注 

―
陽
明
門
下
の
会
語
記

録
を
読
む　

其
の
二
―
」、『
白
山
中
国
学
』
通
巻
二
四
号
、
二
〇
一
八

年
三
月
、
一
～
四
六
頁
、
吉
田
公
平
・
早
坂
俊
廣
・
鶴
成
久
章
・
伊
香

賀
隆
・
播
本
崇
史
と
共
著

〈
そ
の
他
〉

 

「
日
本
の
近
代
化
と
道
徳
の
問
題
―
―
西
村
茂
樹
の
道
徳
会
と
王
陽
明

後
学
の
講
会
活
動
―
―
」、『
国
際
哲
学
研
究
』
第
６
号
，
一
六
七
～

一
七
九
頁
、
二
〇
一
八
年
三
月

〈
学
会
・
研
究
会
発
表
〉

 

「
語
り
合
う
〈
良
知
〉
た
ち
―
―
王
畿
の
良
知
心
学
と
講
学
活
動
―
―
」

白
山
中
国
学
会　

第
一
四
回
研
究
発
表
大
会　

二
〇
一
八
年
三
月
一
七

日　

於
：
東
洋
大
学
白
山
校
舎　

６
号
館
六
四
一
〇
教
室
、
＊
播
本
崇
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史
（
東
洋
大
学
文
学
非
常
勤
講
師
）
と
共
に

「
自
識
（
意
識
）」
の
発
見
―
―
西
村
茂
樹
『
心
學
講
義
』
を
読
む
―
―
」

国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（IRCP

）
主
催
研
究
会
「
儒
学
者
た
ち
の

日
本
哲
学
」，
二
〇
一
八
年
八
月
二
二
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ

ス
五
一
〇
四
教
室

〈
学
会
活
動
〉
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）、
白
山
中
国
学
会
（
理
事
・『
白
山
中
国
学
』
編

集
委
員
長
）、
中
国
文
史
哲
研
究
会
（
会
員
）、
東
洋
古
典
學
研
究
会
（
会

員
）、
国
際
井
上
円
了
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
助
成
金
「
陽
明
門
下
の
講
学
活
動
と
「
会
語
」
資
料
に

関
す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
種
目
基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
課
題
番
号

17H
02271

）、
＊
硏
究
代
表
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（IRCP

）「
西
洋
自
然
観
と
の
対
峙

に
お
け
る
日
本
哲
学
の
形
成
」、
研
究
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
春
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑩
Ａ
Ｂ
／
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
①（
Ⅰ
部
）

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
哲
学
特
講
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

卒
論
指
導
（
中
国
語
・
中
国
哲
学
文
学
コ
ー
ス
代
表
、
Ⅰ
部
・

Ⅱ
部
）

全
学
総
合
講
義
「
哲
学
へ
の
誘
い
／
世
界
と
自
己
⑤
―
―
儒
学

に
お
け
る
人
間
と
社
会
」（
五
月
十
七
日
担
当
、
五
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

〈
学
外
〉

東
北
大
学
大
学
院
集
中
講
義
（
中
国
思
想
各
論
／
中
国
思
想
中
国
哲
学
特

論
Ⅲ　

一
五
コ
マ
）
二
〇
一
八
年
八
月
六
日
～
九
日

○
大
学
管
理
運
営
活
動

大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
哲
学
専
攻
長
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究

員
・
同
編
集
委
員
、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

〇
社
会
活
動

〈
講
演
〉

「
人
間
の
本
性
は
善
か
？
―
―
性
善
説
の
人
間
学
―
―
」
え
び
す
大
学
（
一

般
財
団
法
人 

社
会
保
険
協
会
主
催
）、
二
〇
一
八
年
二
月
二
〇
日
、
小

山
台
会
館
三
階
会
議
室

白
井
　
順

〇
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
一
衣
帯
水
論
天
府
之
国
―
中
日
文
化
交
流
考
略
」、『
天
府
文
化
研
究
』



─ 67 ─

創
新
創
造
巻
、
巴
蜀
書
社
、
二
〇
一
八
年
二
月
四
一
五
～
四
二
九
頁
。

「
關
於
鄭
齋
斗
《
霞
谷
集
》
的
第
一
次
編
纂
工
作
―
―
沈
錥
季
震
炳
興

季
星
齢
」、『
陽
明
学
研
究
』
第
三
輯
、
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
六

月
、
五
三
〜
六
二
頁
。

〈
そ
の
他
〉

二
〇
一
八
年
十
二
月
二
十
五
日
、
東
京
大
学
に
お
け
る
招
聘
教
授
・
尹
波

教
授
の
講
演
通
訳

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）・
日
本
道
教
学
会
（
会
員
）・
東
方
学
会
（
会
員
）・

朝
鮮
学
会
（
会
員
）・
韓
国
思
想
史
学
会
（
編
集
委
員
）・
白
山
中
国
学

会(

理
事)

〇
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
宗
教
学
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

中
国
語
Ⅰ
Ａ　

Ａ
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

中
国
学
概
論
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
博
士
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
博
士
後
期
課
程
）

〇
大
学
管
理
運
営
活
動

自
然
科
学
委
員
・
学
部
／
大
学
院
図
書
館
図
書
選
書
担
当

沼
田
　
一
郎

○
研
究
活
動

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
〉

・「
法
典
の
ア
ル
タ
的
要
素
と
実
利
論
の
ダ
ル
マ
的
要
素
」（
共
同
研
究「
ブ

ラ
フ
マ
ニ
ズ
ム
と
ヒ
ン
ド
ゥ
イ
ズ
ム
―
南
ア
ジ
ア
の
社
会
と
宗
教
の
連

続
性
と
非
連
続
性
」
第
４
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
・
中
世
イ
ン
ド
の

儀
礼
、
制
度
、
社
会
」
東
京
大
学
、
二
〇
一
八
年
三
月
二
五
日
）

・「
イ
ン
ド
伝
統
法
に
お
け
る
〈
法
〉
概
念
の
起
源
と
変
容
」（
基
盤
研
究

Ｂ
「
法
学
提
要(Institutes)

に
対
す
る
比
較
法
学
史
的
総
合
研
究
」
第

二
回
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
〇
日
、
東
京
大
学
）

〈
項
目
執
筆
〉

・「
ダ
ル
マ
」（『
イ
ン
ド
文
化
事
典
』
丸
善
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
一
八

年
一
月
三
〇
日
、
二
〇
六
～
二
〇
七
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
・
英
文
叢
書
委
員
会
委
員
）
／
日
本
印
度

学
仏
教
学
会
（
評
議
員
・
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
ア
ジ

ア
法
学
会(

会
員)

／
国
際
井
上
円
了
学
会
（
会
員
）
／

○
教
育
活
動
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〈
学
内
担
当
科
目
〉

国
内
特
別
研
究
に
つ
き
、
大
学
院
担
当
科
目
の
一
部
の
み
。

大
学
院
：
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
前
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

国
内
特
別
研
究
に
つ
き
、
免
除
さ
る
。

○
社
会
的
活
動

東
洋
大
学
仏
教
会
幹
事

野
間
　
信
幸

○
研
究
活
動

〈
基
調
講
演
〉

「
針
生
少
年
の
見
た
武
漢
の
景
色
」　

華
中
科
技
大
学
外
国
語
学
院
日
語
専

攻
設
立
二
十
周
年
紀
念
、
二
〇
一
八
年
九
月
二
十
二
日
、
於
華
中
科
技

大
学
（
武
漢
）
逸
夫
科
技
館
、（
本
講
演
原
稿
を
含
む
論
文
集
は
編
集

中
に
つ
き
来
年
出
版
）

〈
そ
の
他
〉

「
憶
塚
本
照
和
先
生
」（
張
良
澤
譯
）『
鹽
分
地
帯
文
学
』
第
七
十
一
期
、

台
南
市
政
府
文
化
局
出
版
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
（
前
年
度
該
誌
未
着

に
よ
る
遺
漏
）、
二
二
二
～
二
二
三
頁

「
第
二
十
一
回
日
中
学
院
倉
石
賞
」
受
賞　

周
而
復
『
長
城
万
里
図
』
翻

訳
（
全
六
巻
十
三
冊
、
伊
井
健
一
郎
代
表
、
第
一
巻
の
一
部
と
第
四
巻

上
下
巻
の
翻
訳
担
当
）、
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
四
日

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）
／
日
本
台
湾
学
会
（
学
会
賞
選
考
委
員
）
／

天
理
台
湾
学
会(

理
事) 

／
日
本
現
代
中
国
学
会
（
会
員
）
／
白
山
中
国

学
会
（
会
長
）
／
中
国
文
芸
研
究
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
③
《
春
》（
Ⅰ
）

中
国
文
学
史
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
文
学
演
習
Ⅰ
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

中
国
現
代
文
学
史
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学

期
）
一
回
担
当

「
円
了
の
台
湾
巡
講 

― 

南
船
北
馬
２
（
台
湾
巡
講
）」
十
月

十
五
日

大
学
院
：�

中
国
文
学
特
論
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
・
中
国
語
学
研
究

Ⅰ
（
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

大
学
院
高
等
教
育
推
進
委
員
会
委
員
／
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会
委

員
・
文
学
部
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
推
進
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
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文
化
研
究
所
運
営
委
員

○
社
会
的
活
動

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
21
（
維
持
会
員
）

橋
本
　
泰
元

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
グ
ル
ー
＝
ナ
ー
ナ
ク
の
思
想
に
お
け
る『
神
の
自
己
顕
現
』の
観
念
」（
単

著
、『
東
洋
学
研
究
』
第
五
五
号
、
七
九
～
九
七
頁
、
二
〇
一
八
年
三

月
三
一
日
）

〈
学
会
活
動
〉

日
本
印
度
学
仏
教
学
第
六
九
回
学
術
大
会（
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、

平
成
三
十
年
九
月
一
・
二
日
、
実
行
委
員
）

〈
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職
〉

日
本
印
度
学
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
南

ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

「
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
思
想
的
・
文
化
的
融
合
の
動
態
的
研
究
―
バ
ク
テ
ィ

思
想
を
中
心
と
し
て
―
」（
二
〇
一
八
年
度
井
上
円
了
記
念
研
究
助　

研
究
代
表
者
）

「
多
言
語
重
層
構
造
を
な
す
イ
ン
ド
文
学
史
の
先
端
的
分
析
法
と
新
記
述
」

〈
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金[

基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
代
表
者:

水
野
善
文[

東
京
外
国
語
大
学]

連
携
研
究
者
〉

「
近
世
南
ア
ジ
ア
の
文
化
と
社
会
：
文
学
・
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
通
言
語
的

比
較
分
析
」〈
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究

所
研
共
同
研
究
・
研
究
員
〉

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
論
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
③
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
②
（
Ⅰ
部
）

仏
教
の
芸
能
（
秋
学
期
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）（
Ⅱ
部
）

文
学
部
伝
統
文
化
講
座
（T

D
B

）「
聲
明
公
演
」
主
催
（
十
二

月
一
日
）

大
学
院
：
イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期

課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
学
部
： 

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
（
総
合
）

東
京
大
学
文
学
部
・
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
：
外
国
語（
ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
研
究
科
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
長
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研

究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
／
教

職
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
／
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
審
査
専
門
委
員
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○
社
会
的
活
動

団
体
役
員
等

（
特
財
）
大
法
輪
石
原
育
英
会
評
議
員

水
谷
　
香
奈

○
研
究
活
動

〈
そ
の
他
〉

崔
鈆
植
（
水
谷
香
奈
訳
）「
高
麗
末
の
看
話
禅
伝
統
確
立
の
歴
史
的
背
景
」

（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
ほ
か
共
編
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』

第
六
号
、
二
〇
一
八
年
一
月
十
五
日
、
三
〇
三
～
三
二
七
頁
）

〈
学
会
発
表
・
講
演
等
〉

「
平
塚
ら
い
て
う
と
仏
教
」（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
、

東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
八
年
九
月
二
日
）

「
平
塚
ら
い
て
う
の
思
想
―
仏
教
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」（
東
洋
学
研

究
所
大
型
研
究
公
開
講
座
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
八

年
十
一
月
十
日
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）
／
日
本

宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教
研

究
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
世
界
の
諸
地
域
に
お
け
る
仏

教
の
哲
学
的
社
会
学
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
伊
吹
敦
）
研
究
分
担
者
、

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
文
化
の
背
景
と
な
る

仏
教
文
化
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
相
楽
勉
）
研
究
分
担
者

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
⑤
（
春
学
期
）

卒
論
指
導
②
（
Ⅱ
部
、
通
年
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ａ
②
（
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ｂ
②
（
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
Ａ
②
（
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
Ｂ
②
（
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

日
本
仏
教
史
Ａ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
（
Ⅰ
部
、
秋
学
期
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅳ
Ａ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅲ
Ｂ
（
Ⅰ
部
、
秋
学
期
）

仏
教
漢
文
Ｂ
（
Ⅰ
部
、
秋
学
期
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
戦
争
と
日
本
仏
教
」（
十
一
月
二
十
八
日
、
七
時
限
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
１
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）
一
回
担

当
「
唯
識
思
想
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
身
体
」（
六
月
十
四
日
、

五
時
限
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
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研
究
員

山
口
　
し
の
ぶ

〇
研
究
活
動

〈
研
究
発
表
〉

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
島
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
『
シ
ヴ
ァ
＝
ブ
ッ

ダ
』
観
念
の
表
出
―
寺
院
や
儀
礼
に
お
け
る
仏
教
的
要
素
を
中
心
と

し
て
―
」（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
発
表
例
会
、
二
〇
一
八
年

十
二
月
二
二
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本

南
ア
ジ
ア
学
会
（
和
文
雑
誌
編
集
委
員
・
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会

員
）
／
日
本
西
蔵
学
会
（
会
員
）
／
密
教
図
像
学
会
（
会
員
）
／
東
海

印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

〈
調
査
活
動
〉

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
島
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
儀
礼
の
実
態
調
査

（
二
〇
一
八
年
十
二
月
二
四
日
～
十
二
月
三
十
日
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑦
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
③
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑦
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
③
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

卒
論
指
導
⑦
（
Ⅰ
部
）

卒
論
指
導
③
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅰ
部　

春
学
期
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅰ
部　

春
学
期
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅱ
部　

春
学
期
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅳ
Ｂ
（
Ⅰ
部　

秋
学
期
）

総
合
Ⅲ
Ｂ
、
Ⅳ
Ｂ
「
東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
塾
」（
Ⅰ
・
Ⅱ

部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
井
上
円
了
の
見
た
世
界
」（
九
月
二
二
日
、
三
、四
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
近
代
化
と
チ
ベ
ッ
ト
」（
十
月
一
七
日
、
七
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
乗
り
入
れ
、
秋
学

期
）
一
回
担
当

「
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学 

― 

井
上
円
了
の
哲
学
と
実
践 

―
」（「
哲
学
館
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ 

― 

明
治
の
取
経
僧
・
河

口
慧
海
と
能
海
寛
」
十
一
月
二
四
日
、
五
時
限
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
１
「
哲
学
へ
の
誘
い
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
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一
回
担
当

「
バ
リ
島
の
宗
教
に
お
け
る
世
界
と
自
己
」（
五
月
一
九
日
、
五

時
限
）

大
学
院
：�
イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅳ
Ａ
・
Ｂ
、
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
前

期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
、
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
後

期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
文
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
化
委
員
会
委
員
長
／
東
洋
大
学
東
洋

学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員

渡
辺
　
章
悟

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

T
he O

rigins of the Idea of T
hree V

ehicles in the 
Prajñāpāram

itā Sūtras, R
eading Slow

ly: A
 Festschrift for 

Jens E. Braarvig, edited by Lutz Edzard, Jens W
. Borgland 

and U
te H

üsken, H
arrassow

itz, 2018.1, pp.393-408.

「
菩
薩
と
三
乗
」(T

he Bodhisattva and the T
hree V

ehicles), 
Fo Guang Journal of Buddhist Studies (

《
佛
光
學
報
》)

第
四

巻
第
一
期, T

he Center for Buddhist Studies of Fo Guang 
U

niversity:

台
湾, 

二
〇
一
八
年
一
月
、
一
～
二
五
頁

「
般
若
経
の
意
図
す
る
も
の
」『
東
洋
思
想
文
化
』
第
五
号
、
東
洋
大
学
文

学
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
編
、
二
〇
一
八
年
二
月
、
一
～
二
四
頁

「
大
蔵
経
の
英
訳
と
そ
の
課
題
」『
宗
典
翻
訳
事
業
の
意
味
を
問
う
―
禅
か

らZEN

へ
― (Soto Zen Buddhism

 International Sym
posium

)

』

曹
洞
宗
宗
務
庁
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
二
九
～
三
三
頁

「
仏
教
に
お
け
る
慈
悲
と
憐
愍
」『
人
道
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
七
号
、
日

本
赤
十
字
国
際
人
道
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
東
信
堂
、
二
〇
一
八
年
三
月
、

三
〇
～
四
二
頁

「
大
乗
仏
典
の
伝
承
者 

―dharm
abhān

4aka

（
説
法
師
）
の
位
置
づ
け
」

『
国
際
哲
学
研
究
』
七
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
六
三
～
七
九
頁

「
大
乗
仏
教
の
伝
承
者
た
ち
―satpurus

4a

を
め
ぐ
っ
て
」『
印
仏
研
究
』

第
六
七
巻
・
第
一
号
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
、
一
～
十
一
頁
（
左
）

〈
編
著
書
〉

『
般
若
経
の
教
理
・
儀
礼
・
実
践
の
総
合
的
研
究
』
東
洋
大
学
東
洋
学
研

究
所
、
二
〇
一
八
年
二
月
．（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト　

二
〇
一
五
～
二
〇
一
七
年
度　

研
究
報
告
書
）、
二
〇
一
八
年
二

月
『『
八
千
頌
般
若
経
』
梵
―
蔵
、
蔵
―
梵
対
照
表
』
平
成
七(

二
〇
一
五)

年
度　

科
学
研
究
費
助
成
事
業　

基
盤
研
究
（C

）「
八
千
頌
般
若
経

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
及
び
言
語
検
索
ツ
ー
ル
の
構
築
」（
研
究
課
題
番
号

15K
02044

）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
八
年
二
月

『
般
若
心
経
註
釈
集
成　

中
国
・
日
本
編
』
共
編
、
起
心
書
房
。「
総
論　

中
国･
日
本
に
お
け
る
『
般
若
心
経
』
の
註
釈
と
展
開
」、
二
〇
一
八
年

七
月
、
一
～
二
五
頁
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〈
学
会
発
表
〉

「
大
乗
仏
教
の
伝
承
者
た
ち
―bodhisattva, satpuruṣa, 

dharm
abhāṇaka

―
」
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
・
第
六
九
回
学
術
大
会
、

東
洋
大
学
、
平
成
三
〇
年
九
月
一
日
（
土
）

〈
特
別
講
義
〉

「
大
乗
仏
教
は
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
の
か
」（
全
二
回
）N

PO

法
人
中

村
元
記
念
館
東
洋
思
想
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
三
月
一
六
日
、
島
根
県

松
江
市

「
大
乗
仏
教
の
菩
薩
と
は
」
東
京
国
際
仏
教
塾
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
六

日
、
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
館

「
大
乗
仏
教
の
説
法
師
」
黄
檗
勉
強
会
、
二
〇
一
八
年
九
月
二
七
日
（
木
）、

国
分
寺
市
・
黄
檗
宗
鳳
林
寺

〈
講
演
・
研
究
発
表
〉

「
大
乗
仏
教
の
説
法
者
ダ
ル
マ
バ
ー
ナ
カ
」
愛
知
学
院
大
学
・
東
海
仏
教

学
会
共
催
、
六
月
二
一
日
、
愛
知
学
院
大
学
日
進
キ
ャ
ン
パ
ス

「
寺
田
福
寿
と
井
上
円
了
」
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
研
究
会
、
七
月
二
八
日
、

白
山
校
舎
六
号
館
、
第
三
会
議
室

〈
そ
の
他
〉

「
大
乗
仏
教
概
論
」『
佛
教
文
化
』
第
一
八
四
号
（
東
京
国
際
仏
教
塾
）、

二
〇
一
八
年
八
月
一
〇
日
、
二
～
六
頁

〈
学
会
活
動
〉

・
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
理
事
・
評
議
員
・
企
画
編
集
委
員
・
学
会
賞

選
考
委
員
）／
仏
教
思
想
学
会（
理
事
・
評
議
員
）／
日
本
西
蔵
学
会（
委

員
）
／
東
方
学
会
（
地
区
委
員
・
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
評
議
員
）

／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
（
公
財
）
東
方
研
究
会
（
兼
担
研
究
員
）

／
日
本
仏
教
心
理
学
会(

会
員)

／
国
際
仏
教
学
会IA

BS

（
会
員
）

・
学
会
参
加
等

仏
教
思
想
学
会
第
三
三
回
学
術
大
会
、
創
価
大
学
、
二
〇
一
八
年
七
月

七
日
（
理
事
会
・
研
究
発
表
会
の
司
会
）

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
七
回
学
術
大
会
実
行
委
員
長
、
東
洋
大

学
、
二
〇
一
八
年
九
月
一
日
～
二
日
（
二
日
間
、
理
事
会
・
研
究
発
表
）

日
本
宗
教
学
会
第
七
七
回
学
術
大
会
、
大
谷
大
学
、
九
月
七
～
九
日
、

学
会
参
加

東
方
学
会
平
成
三
〇
年
度
秋
季
学
術
大
会
、
京
都
大
学
芝
蘭
会
館
別

館
、
一
一
月
一
〇
日
、
学
会
参
加

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
宰
及
び
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長: 

河
本
英
夫
［
東
洋

大
学
］）
第
二
ユ
ニ
ッ
ト
「
課
題
・「
宗
教
の
超
克
と
調
和
に
向
け
て
」

に
所
属
し
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
多
文
化
・
多
宗
教
共
生
の
研
究
を
行

う
。
研
究
員
、
運
営
委
員
。

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
世
界
の
諸
地
域
に
お
け
る
仏

教
の
哲
学
的
社
会
学
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
伊
吹
敦
）
研
究
分
担
者

「
バ
ウ
ッ
ダ
コ
ー
シ
ャ
・
仏
教
用
語
の
『
日
英
基
準
訳
語
集
』
構
築
に
向

け
て
の
総
合
的
研
究
」
文
科
省
科
学
研
究
費
［
基
盤
研
究
（
Ａ
）］（
研

究
代
表
者
・ 
斎
藤
明
［
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
］）
研
究
分
担
者
）
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○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
③
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
（
Ⅱ
部
）

文
学
部
総
合
科
目
Ⅰ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
共
通
）

・
東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二

回
担
当

・
東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二

回
担
当

・
宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二

回
担
当

・
総
合
Ⅷ
Ａ
・
Ｂ
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

運
営
責
任
者
な
ら
び
に
六
回
の
授
業
担
当

大
学
院
：
大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
後
期
課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
大
学
院
「
Ｍ
Ｄ
仏
教
学
特
論
Ａ
・
Ｂ
」
春
学
期
・
秋
学
期

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
思
想
文
化
学
科
第
二
部
学
科
長
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
（
運
営

委
員
・
研
究
所
員
）
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
運
営
委

員
・
研
究
員
）

○
社
会
的
活
動

（
公
財
）
仏
教
伝
道
協
会
・
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
仏
教
聖

典
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
助
成
金
審
査
委
員
会
（
委
員
）
／
（
特
財
）

大
法
輪
石
原
育
英
会
（
理
事
）
／
（
公
財
）
中
村
元
東
洋
思
想
文
化
賞

審
査
委
員
会
（
審
査
員
）
／
東
洋
大
学
仏
教
会
（
会
長
）
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二
〇
一
八
年
度
開
講
科
目

・
授
業
名
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
担
当
者
の
順
に
記
す
。

・
通
年
科
目
は
Ａ
（
春
学
期
）・
Ｂ
（
秋
学
期
）
に
分
か
れ
る
が
、
担
当
者

が
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
春
秋
通
じ
て
同
一
の
場
合
、

そ
の
区
分
は
省
略
し
て
記
し
た
。

・
た
だ
し
、
半
期
の
み
の
授
業
に
つ
い
て
は
《
春
》《
秋
》
と
表
記
し
た
。

・
担
当
者
お
よ
び《
春
》《
秋
》の
授
業
区
分
に
付
し
た
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、

そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
区
別
を
示
す
。
カ
ッ
コ
内
の
数
字
が
付
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
、
Ⅰ
部
Ⅱ
部
隔
年
開
講
の
科
目
か
、
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
担
当

者
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〈
学
部
〉（
五
十
音
順
）

東
洋
思
想
文
化
学
科

ア
ジ
ア
の
古
典
《
春
》（
イ
ン
ド
の
古
典
に
触
れ
る
）�

宮
本　

城

ア
ジ
ア
の
文
学
（
新
し
い
台
湾
の
文
学
）�

橋
本
恭
子

イ
ス
ラ
ー
ム
概
論
《
秋
》（
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
も
の
の
捉
え
方
・
考
え
方

を
知
る
）�

柴
山　

滋

イ
ン
ド
現
代
思
想
《
春
》（
イ
ン
ド
近
・
現
代
宗
教
思
想
家
の
生
涯
と
思
想
）

�

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ａ
（
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
思
想
と
展
開
）�

三
澤
祐
嗣

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ｂ
（
シ
ヴ
ァ
派
の
思
想
と
展
開
）�

三
澤
祐
嗣

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
思
想
と
宗
教
の
潮
流
を
概
観
す
る
）

�

橋
本
泰
元
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
（
イ
ン
ド
思
想
と
宗
教
の
潮
流
を
概
観
す
る
）

�

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
叡
智
を
探
る
）�

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
タ
ン
ト
ラ
と
バ
ク
テ
ィ
の
思

想
）�

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
・
Ⅱ
Ａ
（
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
）

�

石
川　

寛
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
《
秋
》（（
古
代
イ
ン
ド
の
伝
統
的
行
法
ヨ
ー
ガ
と

伝
承
医
学
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
）�

宮
本
久
義

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅳ
Ａ
《
春
》（
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
思
想
と
文
化
）

�

矢
島　

道
彦
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅳ
Ｂ
《
秋
》（
ベ
ン
ガ
ル
文
化
の
多
様
性
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
東
西
に
共
通
す
る
ベ
ン
ガ
ル
人
意
識
を
探
求
す
る
）

�

丹
羽
京
子

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
（
釈
尊
の
覚
り
と
そ
の
展
開
）�

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
史
Ｂ
（
大
乗
仏
教
と
は
何
か
）�

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
（
仏
教
の
仏
と
神
々
の
図
像
学
的
考
察
）

�

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ｂ
（
南
ア
ジ
ア
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
美
術
）

�

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
舞
踊
《
秋
》（
イ
ン
ド
舞
踊
・
バ
ラ
タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
の
実
技
と
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理
論
）�

久
保
田
幸
代

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ａ
《
春
》（
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
地
方
～
北
イ
ン
ド
世
界
の

悲
恋
民
話
の
世
界
を
読
み
語
る
）�

村
山
和
之

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ｂ
《
春
》（
文
学
を
通
し
て
見
る
イ
ン
ド
文
化
）

�

宮
本　

城

韓
国
語
Ａ
Ｂ�

佐
藤　

厚

韓
国
仏
教
史
《
秋
》�

佐
藤
厚
（
Ⅱ
）

漢
文
訓
読
法
①
《
春
》�

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅰ
）

漢
文
訓
読
法
②
《
春
》（
漢
文
法
の
基
礎
知
識
）�

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

漢
文
訓
読
法
《
春
》�

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅱ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
①
《
春
》（
異
な
る
体
系
と
の
出
会
い
）�

多
田　

恵
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
②
《
春
》（
Ｈ
Ｓ
Ｋ
２
級
の
合
格
）�

吉
田
雅
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
③
《
春
》（
中
国
語
初
心
者
の
た
め
の
授
業
）

�
橋
本
恭
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
①
《
秋
》（
異
な
る
体
系
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
）

�

多
田　

恵
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
②
《
秋
》（
Ｈ
Ｓ
Ｋ
２
級
の
合
格
）�

吉
田
雅
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
③
《
秋
》（
中
国
語
初
心
者
の
た
め
の
授
業
）

�

橋
本
恭
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
Ｂ
（
初
級
中
国
語
）�

大
江
千
晶
（
Ⅱ
）

キ
リ
ス
ト
教
概
論
《
春
》（
キ
リ
ス
ト
教
の
基
礎
的
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
誕
生
ま
で
の
歴
史
と
宗
教
思
想
的
変
遷
を
中
心

に
学
ん
で
ゆ
く
）�

山
中
利
美
（
Ⅰ
）

近
代
化
と
東
洋
《
秋
》（
東
洋
は
近
代
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉�

伊
吹　

敦

現
代
に
生
き
る
仏
教
《
春
》（
人
権
の
歴
史
を
め
ぐ
る
仏
教
者
の
か
か
わ

り
に
学
び
、
現
代
社
会
の
排
除
と
包
摂
を
考
え
る
）�

高
瀬
顕
功
（
Ⅱ
）

現
代
の
イ
ン
ド
《
秋
》（
イ
ン
ド
近
・
現
代
の
政
治
と
社
会
）

�

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

坐
禅
《
春
》（「
い
ま
」
を
見
つ
め
る
）�

石
井
清
純

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
入
門
）�

岩
井
昌
悟

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
実
践
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
中
級
）�

渡
辺
章
悟

写
経
《
春
》�

張
堂
興
昭

宗
教
学
Ⅰ
Ａ
（
儒
教
と
は
何
か
）�

白
井　

順
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅰ
Ｂ
（
道
教
と
は
何
か
）�

白
井　

順
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
（
儒
教
と
は
何
か
）�

白
井　

順
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ｂ
（
道
教
と
は
何
か
）�

白
井　

順
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
宗
教
文
化
の
理
解
に
宗
教
と
言
語
、
道
徳
）

�
 

吉
村　

均
（
Ⅱ
）

宗
教
学
概
論
Ａ
（
多
様
な
る
教
理
と
実
践
の
世
界
）�

島
田
茂
樹

宗
教
学
概
論
Ｂ
（
華
麗
な
る
文
化
と
芸
術
の
世
界
）�

島
田
茂
樹

宗
教
社
会
学
Ａ
（「
宗
教
」
の
社
会
性
と
個
人
性
）�

冨
澤
か
な

宗
教
社
会
学
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
社
会
と
宗
教
と
そ
の
理
解
）�

冨
澤
か
な

上
級
中
国
語
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
作
文
）�

阿
部
順
子

神
道
史
Ａ
（
日
本
中
世
の
仏
教
と
神
祇
（
１
））�

伊
藤　

聡

神
道
史
Ｂ
（
日
本
中
世
の
仏
教
と
神
祇
（
２
））�

伊
藤　

聡
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総
合
Ⅷ
Ａ
Ｂ
①
（
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
―
井
上
円
了
の
哲
学
と
実

践
―
〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉）�

渡
辺
章
悟

卒
業
論
文
演
習
《
春
》（
４
年
間
の
学
習
・
研
究
の
総
決
算
に
む
け
て
の

指
導
）�

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

チ
ベ
ッ
ト
語
Ａ
（
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
文
法
）�

石
川
美
恵

チ
ベ
ッ
ト
語
Ｂ
（『
法
華
経　

普
門
品
』（
観
音
経
）
を
読
む
）�

石
川
美
恵

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
《
春
》�

山
口
し
の
ぶ

中
級
中
国
語
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
を
高
め
る
）�

荒
井　

礼

中
国
学
概
論
Ａ
（
現
代
社
会
と
中
国
優
秀
伝
統
文
化
）�

白
井　

順

中
国
学
概
論
Ｂ
（
中
国
文
学
を
鑑
賞
す
る
）�

荒
井　

礼

中
国
学
研
究
法
Ａ
（
中
国
哲
学
研
究
の
基
礎
知
識
）�

播
本
崇
史

中
国
学
研
究
法
Ｂ
（
中
国
学
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
）�

坂
井
多
穂
子

中
国
現
代
文
学
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
二
〇
世
紀
文
学
の
歩
み
）�

野
間
信
幸

中
国
語
Ⅳ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
を
高
め
る
）

�

荒
井　

礼
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
作
文
）�

阿
部
順
子
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅵ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
中
級
者
の
た
め
の
授
業
）�

橋
本
恭
子
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅶ
Ａ　
（
中
級
中
国
語
）�

杉
江
淑
子
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅶ
Ｂ　
（
中
級
中
国
語
）�

権　

慧　
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅳ
Ａ
（
聴
解
の
基
礎
）�

多
田　

恵
（
Ⅱ
）

中
国
語
Ⅳ
Ｂ
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
基
礎
を
培
う
聴
解
）�

多
田　

恵
（
Ⅱ
）

中
国
語
Ⅵ
Ａ　
（
講
読
）�

多
田　

恵
（
Ⅱ
）

中
国
語
Ⅵ
Ａ　
（
作
文
を
視
野
に
入
れ
た
講
読
）�

多
田　

恵
（
Ⅱ
）

中
国
語
学
演
習
Ａ
Ｂ
（
長
文
の
中
国
語
に
慣
れ
る
）�

吉
田
雅
子

中
国
史
概
説
Ａ
（
中
華
世
界
の
拡
大
と
再
生
）�

竹
内
洋
介

中
国
史
概
説
Ｂ
（「
華
夷
一
家
」
へ
の
道
）�

竹
内
洋
介

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
①
（
朱
熹
『
論
語
集
注
』
学
而
・
為
政
篇
）

�

播
本
崇
史

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（『
天
道
溯
原
』
講
読
）�

中
村　

聡

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
に
哲
学
は
あ
る
の
か
？
）�

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ａ
（
原
典
で
読
む
朱
子
学
概
論
）�

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ｂ
（
原
典
で
読
む
陽
明
学
概
論
）�

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
儒
家
思
想
を
巡
る
諸
問
題
）�

川
田　

健
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ａ
（
先
史
～
南
北
朝
時
代
の
中
国
美
術
）�

萩
原　

哉
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ｂ
（
隋
唐
～
明
清
時
代
の
中
国
美
術
）�

萩
原　

哉
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ａ
Ｂ
（
中
国
の
仏
教
・
道
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
美
術
史
）

�

田
中
知
佐
子
（
Ⅱ
）

中
国
仏
教
史
Ａ
（
初
伝
期
か
ら
南
北
朝
ま
で
）�

伊
吹　

敦

中
国
仏
教
史
Ｂ
（
隋
代
か
ら
現
代
ま
で
）�

伊
吹　

敦

中
国
文
化
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
思
想
文
化
―
入
門
と
手
ほ
ど
き
―
）�

播
本
崇
史

中
国
文
学
史
Ａ
Ｂ
（
宋
代
以
降
の
文
学
の
諸
相
）�

野
間
信
幸

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
①
（「
敦
煌
文
献
」
を
読
む
）�

川
崎
ミ
チ
コ

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（
李
白
の
詩
を
読
む
）�

坂
井
多
穂
子

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
台
湾
の
文
学
を
読
む
）�

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
中
国
近
現
代
文
学
を
読
む
）�

近
藤
光
雄
（
Ⅱ
）

中
国
文
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ
②
（
杜
甫
詩
精
読
）�

川
合
康
三
（
Ⅰ
）
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中
国
文
献
学
Ａ
Ｂ�

川
崎
ミ
チ
コ

中
国
文
字
学
Ａ
Ｂ�

坂
本
頼
之

哲
学
概
説
Ａ
（
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
と
い
う
こ

と
）�

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

哲
学
概
説
Ｂ
（
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
主
体
的
に
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
）

�

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

東
西
交
渉
文
化
史
Ａ
（
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
（
前
編
：
古
代
～
前
近
代
））	

�

秋
山　

徹

東
西
交
渉
文
化
史
Ｂ
（
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
（
後
編
：
近
現
代
））

�

秋
山　

徹

東
南
ア
ジ
ア
仏
教
史
《
春
》（
上
座
仏
教
に
お
け
る
主
要
経
典
と
基
本
的

仏
教
用
語
、
仏
教
思
想
の
把
握
、
ま
た
ス
リ
ラ
ン
カ
及
び
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
に
お
け
る
仏
教
文
化
の
普
及
と
そ
の
変
遷
過
程
の
理
解
）

�

藪
内
聡
子

東
洋
思
想
《
春
》�
白
井　

順
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
《
秋
》�

白
井　

順
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
①
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
思
想
・
哲
学
と
イ
ン
ド
文

化
の
研
究
）�

三
澤
祐
嗣
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
②
Ａ
Ｂ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
・
文
化
研

究
Ⅰ
）�

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
③
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究
）

�

渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
④
Ａ
Ｂ
（
初
期
仏
教
研
究
）

�

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
⑥
Ａ
Ｂ
（
Ａ
文
献
の
読
解
／
Ｂ
自
由
研
究
）

�

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
⑦
Ａ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
の
芸
術
文
化
に
関
す
る
英

語
文
献
講
読
）�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑨
Ａ
Ｂ
（
朱
熹
『
孟
子
集
注
』
を
読
む
（
そ
の
②
））

�

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑪
Ａ
Ｂ
（
中
国
の
詩
を
中
国
語
で
読
む
）

�

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑪
Ａ
（
笑
話
と
伝
奇
を
読
む
）

�

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑪
Ｂ
（
伝
奇
小
説
を
読
む
）�

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑨
Ａ
Ｂ
（『
国
語
』
を
読
む
）�

川
田　

建
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
①
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究
）

�

渡
辺
章
悟
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
②
Ａ
Ｂ
（
仏
教
思
想
の
研
究
）

�

水
谷
香
奈
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
③
Ａ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
の
芸
術
文
化
に
関
す
る
英

語
文
献
講
読
）�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
④
Ａ
Ｂ
（
新
詩
を
読
む
）�

近
藤
光
雄
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
④
Ａ
Ｂ
（『
国
語
』
を
読
む
）�

川
田　

建
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
《
春
》（
イ
ン
ド
映
画
論
）�

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅰ
Ｂ
《
秋
》（
中
国
の
仏
教
・
道
教
を
中
心
と
し
た
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宗
教
美
術
史
）�

田
中　

知
佐
子
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ａ
《
春
》（
南
ア
ジ
ア
の
音
楽
文
化
と
宗
教
思
想
）

�

田
森
雅
一
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ｂ
《
秋
》（
バ
リ
島
の
芸
能
か
ら
人
間
の
創
造
性

を
学
ぶ
）�

山
本
早
良
紗
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅲ
Ａ
《
春
》（
写
本
・
絵
図
、
石
窟
の
壁
画
・
造
像

に
見
る
中
国
人
の
死
後
世
界
観
に
つ
い
て
）�

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅲ
Ｂ
《
秋
》（
中
国
伝
統
演
劇
の
世
界
）

�
 

有
澤
晶
子
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅳ
Ａ
《
春
》（
美
術
で
た
ど
る
東
南
ア
ジ
ア
の
「
イ

ン
ド
化
」）�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
Ｂ�

岩
井
昌
悟

東
洋
の
身
体
論
《
春
》（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
ど
う
見
る
か
）〈
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
〉�
伊
吹　

敦

日
本
漢
学
Ａ
Ｂ
（
日
本
で
は
漢
学
を
如
何
に
学
ん
で
来
た
の
か
）

�

坂
本
頼
之

日
本
仏
教
史
Ａ
（
日
本
仏
教
史
（
飛
鳥
時
代
～
鎌
倉
時
代
））

�

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
（
日
本
仏
教
史
（
鎌
倉
時
代
～
現
代
））�

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

日
本
仏
教
史
Ａ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化
─
仏
教

伝
来
か
ら
鎌
倉
仏
教
（
前
半
）
ま
で
─
）�

橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化
─
鎌
倉

仏
教
（
後
半
）
か
ら
明
治
時
代
以
後
の
仏
教
ま
で
─
）
橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

パ
ー
リ
語
Ａ
Ｂ
（
聖
典
に
直
に
触
れ
る
）�

岩
井
昌
悟

比
較
宗
教
Ａ
（
比
較
宗
教
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
）�

松
野
智
章

比
較
宗
教
Ｂ
（
宗
教
間
の
接
触
や
宗
教
間
対
話
の
問
題
）�

松
野
智
章

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
入
門
Ⅰ
）�

橋
本
泰
元

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ｂ
（Introduction to H

indi 

2
）�

橋
本
泰
元

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
論
Ａ
Ｂ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
を
学
ぶ
）�

橋
本
泰
元

仏
教
漢
文
Ａ
（
仏
教
漢
文
の
基
礎
）�

伊
吹　

敦

仏
教
漢
文
Ｂ
（
経
典
注
釈
・
浄
土
教
文
献
を
読
む
）�

水
谷
香
奈

仏
教
思
想
概
論
Ａ
（
仏
教
と
は
何
か
）�

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
概
論
Ｂ
（
仏
教
の
思
想
と
そ
の
展
開
）�

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
《
春
》（
空
の
世
界
に
何
が
あ
る
の
か
）

�

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
《
春
》（
華
厳
経
の
思
想
）�

金
本
拓
士

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
《
春
》（
禅
思
想
の
形
成
と
社
会
と
の
交
渉
）

�

伊
吹　

敦

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
《
秋
》（（
密
教
の
思
想
）�

金
本
拓
士

仏
教
思
想
特
講
Ⅲ
Ａ
《
秋
》（
す
べ
て
は
解
脱
の
た
め
に
）

�

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅲ
Ｂ
《
秋
》（
浄
土
思
想
（
特
に
阿
弥
陀
信
仰
）
の
形
成
・

展
開
と
そ
の
影
響
）�

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅳ
Ａ
《
春
》（
唯
識
の
世
界
）�

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅳ
Ｂ
《
秋
》（
日
本
仏
教
の
ふ
る
さ
と
）
の
形
成
・
展
開

と
そ
の
影
響
）�

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）
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仏
教
と
社
会
福
祉《
秋
》（「
い
の
ち
」に
向
き
合
う
仏
教
者
の
活
動
に
学
ぶ
）

�

高
瀬
顕
功
（
Ⅰ
）

仏
教
の
芸
能
《
秋
》（
仏
教
伝
統
歌
謡
の
基
本
を
学
び
実
修
し
て
み
よ
う
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉�

橋
本
泰
元
（
Ⅱ
）

ヨ
ー
ガ
《
春
》（
実
践
を
と
お
し
て
思
想
を
学
ぶ
）�

番
場
裕
之
（
Ⅱ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
①
《
春
》�

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
《
春
》�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
③
《
春
》�

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
④
《
春
》�

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
⑤
《
春
》�

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
⑥
《
春
》�

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
①
《
春
》�

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅱ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
《
春
》�
坂
井
多
穂
子
（
Ⅱ
）

〈
大
学
院
〉

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

高
橋
孝
信

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
特
殊
演
習
Ａ
Ｂ�

伊
藤　

真

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

松
村
淳
子

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

田
中
公
明

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ�

伊
吹　

敦

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

蓑
輪
顕
量

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

林
田
康
順

博
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ

�

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ

�

橋
本
泰
元

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

渡
辺
章
悟

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ�

岩
井
昌
悟

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

伊
吹　

敦

中
国
哲
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ�

白
井　

順

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

小
路
口
聡

中
国
哲
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

中
村　

聡

中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

小
路
口
聡

中
国
文
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ�

大
野
公
賀

中
国
文
学
特
論
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

坂
井
多
穂
子
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中
国
文
学
特
論
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

野
間
信
幸

中
国
語
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

野
間
信
幸

中
国
語
学
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

川
合
康
三

博
士
後
期
課
程

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

野
間
信
幸

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

大
野
公
賀

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ�

坂
井
多
穂
子

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ�

白
井　

順
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二
〇
一
八
年
度
卒
業
論
文
題
目

イ
ン
ド
哲
学
科
卒
業
論
文

〈
Ⅱ
部
〉

村
上　

正
輝	

地
域
包
括
医
療
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

佐
藤　

星
宙	

ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
哲
学
の
存
在
と
無

東
洋
思
想
文
化
学
科

〈
Ⅰ
部
〉

三
島　

佑
太	

中
世
人
の
死
生
観 

―
源
信
と
『
往
生
要
集
』
を
中
心
に

し
て
―

上
原　

遥	

武
帝
の
政
治
的
思
考
に
つ
い
て

金
山　

歩
美	

日
韓
に
お
け
る
唐
辛
子
文
化 

―
唐
辛
子
か
ら
見
る
両
者

の
比
較
―

近
藤　

愛
斗	

苔
植
物
か
ら
見
る
日
本
の
わ
び
さ
び
文
化

大
野　

雛
子	

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
の
潜
在
能
力
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
み

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
現
地N

GO
 Gaw

ad K
alinga

の
貧
困

削
減
方
法
の
可
能
性

田
中　

優
奈	

『
柘
榴
』
か
ら
見
る
冥
界
と
の
縁
組
み

粟
田　

優
里	

日
本
の
喪
服
に
使
用
さ
れ
る
色
と
そ
の
意
味

小
川　

真
音	

水
滸
伝
に
お
け
る
宋
江
の
矛
盾

石
津　

蓮
歩	

言
語
と
歴
史
の
観
点
か
ら
見
る
日
本
と
欧
米
の
違
い

石
井　

涼
也	

『
朱
子
語
類
』
訓
門
人
篇
か
ら
現
代
教
育
を
考
え
る

久
保
田　

珠
名	

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
と
仏
教
の
起
源

小
林　

亜
規	

曼
荼
羅
の
影
響 

―
両
界
曼
荼
羅
を
中
心
に
―

後
藤　

陸
斗	

世
界
に
広
が
る
カ
レ
ー 

―
イ
ン
ド
か
ら
世
界
へ
―

坂
口　

乃
々	

梅
蘭
芳
に
み
る
日
中
友
好
関
係
の
構
築

坂
本　

梨
穂
子	

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
食
文
化
の
変
遷 

―
キ
ム
チ
を
中
心

と
し
て
―

崎
戸　

泰
地	

孟
子
か
ら
見
る
道
徳
の
意
義 

―
国
の
在
り
方
と
は
―

島
津　

彩	

天
才
浮
世
絵
師
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム　
『
北
斎
漫
画
』と
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム

島
本　

怜	

日
露
戦
争
の
精
神
論
と
『
孫
子
』

タ
ン
ラ
ツ
タ
ナ
ー
ノ
ン　

プ
ラ
マ
ハ
ブ
ン
ヤ
リ
ツ
ト

	

初
期
仏
教
に
お
け
る
仏
在
世
時
の
修
行
者
の
生
活 

―

T
heragatha,T

herigatha

を
中
心
と
し
て
―

中
谷　

旗
斗	

老
子
か
ら
見
た
現
代
社
会

長
妻　

純
平	

東
台
両
密
に
お
け
る
相
違

長
谷
川　

瑞
紀	

中
国
伝
統
服
飾
の
文
化
的
価
値

晝
間　

翔
登	

新
海
誠
映
画
と
中
国 

―
『
君
の
名
は
。』
を
中
心
と
し
て

―

星
野　

衛	

虎
の
変
身
譚 

―
中
国
志
怪
小
説
と
伝
奇
小
説
の
比
較

堀　

慶
太	

カ
ー
ス
ト
と
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
「
カ
ー
ス
ト
自
治
」
政
策

松
本　

真
季	

新
潟
を
支
え
続
け
て
き
た
神
社

村
岡　

瑞
希	
王
羲
之
論
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山
岸　

弘
樹	

「
道
」
と
「
玄
」
の
思
想 

～
『
抱
朴
子
』
内
篇
を
中
心
に

～

今
泉　

佳
奈
恵	
中
国
近
代
に
お
け
る
儒
教
へ
の
批
判
と
再
評
価

木
村　

美
香
子	
敦
煌
仏
教
寺
院
の
活
動
に
つ
い
て 

―
伯2049

写
本
を
中

心
と
し
て
―

黒
崎　

花
音	

女
性
往
生

齋
木　

優
愛	

虚
舟
に
関
す
る
資
料
の
比
較

齊
藤　

広
菜	

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
禅
思
想
の
受
容 

―
鈴
木
大
拙
の
伝

え
た
も
の
―

指
方　

翠	

日
本
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
祭
典 

―
祭
典
の
動
員
数
を
増

加
さ
せ
る
方
法
―

菅
野　

有
咲	

山
岳
信
仰
と
修
験
道
に
つ
い
て

杉
山　

達
哉	

カ
ー
ス
ト
に
お
け
る
バ
ラ
モ
ン
の
立
場

丹
野　

朝
佳	

敦
煌
本
の
十
王
経
の
中
に
お
け
る
閻
魔

松
本　

紗
枝	

人
の
「
死
」
と
は

生
駒　

謙
次
郎	

日
本
甲
冑
の
美
術
を
研
究

岩
澤　

春
菜	

ム
ガ
ル
建
築
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

大
井　

裕
美
子	

茶
道
の
歴
史
と
現
代
の
あ
り
方

大
賀　

謙
吾	

解
脱
の
手
段
と
し
て
の
ヨ
ー
ガ

大
竹　

悠
河	

性
善
説
と
性
悪
説
の
異
同
に
つ
い
て
の
一
考
察

小
野　

由
稀	

仏
教
教
育
を
現
代
に
生
か
す 

―
学
教
教
育
を
中
心
に
―

木
川　

恵
里
奈	

孔
子
の
教
育
思
想
に
つ
い
て 

―
人
は
な
ぜ
学
ぶ
の
か
―

北
村　

尚
也	

周
惇
頤
の
『
通
書
』
に
見
え
る
顔
淵
と
『
論
語
』『
荘
子
』

の
関
係

五
代　

美
咲	

韓
非
の
政
治
理
論
と
マ
ズ
ロ
ー
の
基
本
的
欲
求

佐
久
間　

千
晴	

九
相
観
は
女
性
を
ど
う
見
る
か

冨
田　

麻
由	

日
米
開
戦
に
お
け
る
意
思
決
定
過
程
と
「
空
気
」

丹
羽　

利
一
郎	

心
の
理
論
か
ら
見
たA

SD

理
解
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
に
よ
る
言
語
ゲ
ー
ム
と
の
関
連
性

深
田　

彩
乃	

ア
メ
リ
カ
映
画
に
お
け
る
日
本
へ
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

三
浦　

薫	

進
化
す
る
道
徳

村
田　

森
朱	

『
日
本
紀
鈔
』 

―
分
類
項
目
を
中
心
に
―

簗
瀬　

秀
賢	

朱
子
学
・
陽
明
学
と
現
代
日
本

吉
川　

恭
平	

『
三
国
志
演
義
』
論 

―
曹
操
を
中
心
に
―

吉
光　

海
童	

自
殺
と
宗
教 

―
自
殺
の
定
義
と
そ
の
解
釈
―

青
田　

悠
介	

胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
外
金
剛
部
院
に
お
け
る
ガ
ネ
ー
シ
ャ
の

一
考
察

内
田　

慈
生	

獣
姦
か
ら
み
る
特
殊
な
性
癖
の
発
生
、
そ
の
宗
教
間
に
お

け
る
比
較

岡
田　

菜
津
実	

映
画
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』 

―
込
め
ら
れ
た
伝
統
思
想

神
谷　

泰
輝	

ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
平
和
思
想

唐
金　

千
夏	

葬
儀
儀
礼
と
死
生
観
に
つ
い
て

今
野　

雄
右	

ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
に
お
け
る
サ
マ
ー
デ
ィ
の
一
考
察

塩
谷　

明
星	

台
湾
人
作
家　

龍
瑛
宗『
パ
パ
イ
ヤ
の
あ
る
街
』か
ら『
蓮

霧
の
庭
』
へ 

―
龍
瑛
宗
の
描
く
果
物
―

豊
田　

夢	
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
に
お
け
る
尊
主
ク
リ
シ
ュ
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ナ
と
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
対
話
の
考
案

兵
藤　

海
斗	

媽
祖
信
仰 

そ
の
起
源
と
軍
事
利
用

廣
田　

晋
太
郎	

チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
観
音
信
仰
と
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
政
権

光
田　

俊	
現
代
語
訳
『
論
語
』
か
ら
み
る
新
た
な
表
現 

―
孔
子
と

顔
回
の
関
係
性
を
中
心
に

和
久
井　

彗
那	

中
世
に
お
け
る
畜
生
道
と
餓
鬼
道

大
倉　

夢
叶	

イ
ン
ド
映
画
か
ら
み
る
イ
ン
ド

清
本　

茉
莉
花	

唐
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
中
国
流

入
と
「
景
教
」
と
し
て
受
容
さ
れ
た
要
因
に
関
す
る
考
察

清
水　

悠
介	

江
戸
食
の
永
続
性
と
遷
移

篠
田　

知
希	

『
孫
子
』
九
地
篇
の
校
勘
に
つ
い
て 

―
金
谷
本
と
浅
野
本

の
比
較
を
通
し
て
―

池
澤　

拓
巳	

唐
武
則
天
期
に
お
け
る
仏
教
勢
力
の
展
開

石
戸
谷　

優
人	

孟
子
の
理
想
と
そ
の
現
実
性 

―
現
代
に
ど
う
活
か
す
べ

き
か
―

鳥
毛　

美
雨	

日
本
に
お
け
る
キ
ツ
ネ
の
イ
メ
ー
ジ
変
化
に
つ
い
て

山
田　

汐
織	

和
紙
の
未
来
と
課
題

國
吉　

賀
易	

中
国
と
日
本
の
正
月
文
化
比
較 

―
人
が
行
事
に
託
す
想

い
と
は
―

黒
澤　

由
依	

中
国
古
典
小
説
に
お
け
る
狐
の
形
象 

―「
任
氏
伝
」と『
聊

斎
志
異
』「
紅
玉
」
の
比
較
を
中
心
に
―

根
岸　

晃
輝	

諏
訪
研
究
と
中
国
哲
学　

蛙
狩
神
事
に
お
け
る
蛙
の
意
味

に
つ
い
て

北
川　

洋
輔	

武
士
と
騎
士
の
差
異
か
ら
み
る
家
紋
と
紋
章
の
違
い
と
そ

の
原
因

稲
垣　

基	

解
脱
論
に
お
け
る
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
と
仏
教
論
理
学
派
の
比

較
研
究

太
田　

実	

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
食
物
規
定
の
根
拠

進
藤　

進
也	

廃
仏
毀
釈
と
善
光
寺

東
谷　

嘉
門	

宇
都
宮
餃
子
と
は
な
に
か

山
本　

果
林	

日
本
の
白
粉
の
変
遷

井
本　

考
祐	

近
代
化
と
文
人
画 

―
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
文
人

画
評
価
―

大
関　

将
季	

荀
子
・
孟
子
・
韓
非
子
か
ら
見
る
性
説
論
と
現
代
に
お
け

る
意
義

里
中　

友
哉	

和
装
振
興
の
現
状
と
方
策

鈴
木　

遥	

「
三
国
志
」
に
お
け
る
正
閏
論　

日
本
で
の
受
容
と
展
開

五
十
嵐　

康
輔	

金
田
一
京
助
と
知
里
幸
恵 

―
ア
イ
ヌ
民
族
が
差
別
さ
れ

て
い
る
時
代
に
ど
の
よ
う
な
想
い
で
二
人
は
『
ア
イ
ヌ
神

謡
集
』
を
書
い
た
の
か
―

岡
村　

京
香	

イ
ン
ド
に
お
け
る
不
可
触
民
の
実
態
と
現
代
問
題

加
瀬　

あ
ず
さ	

性
善
説
と
性
悪
説
か
ら
考
え
る
い
じ
め
問
題

藤
井　

栄
太	

近
代
中
国
に
お
け
る
儒
教
の
批
判
と
復
興

望
月　

安
慧	

『
仏
説
大
乗
荘
厳
宝
王
経
』
に
お
け
る
六
字
真
言
に
つ
い

て

青
木　

優
佳	
三
災
の
比
較
に
つ
い
て
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大
内　

昂
樹	

イ
ン
ド
に
お
け
る
教
育
問
題 

―
特
異
性
を
持
つ
国
家
の

抱
え
る
教
育
問
題
を
考
察
す
る
―

金
山　

相
賢	
東
寺
の
立
体
曼
荼
羅
の
構
成
要
素
に
つ
い
て

清
水　

悠
希	
杜
甫
の
遣
興
詩
に
つ
い
て 

―
雁
の
描
写
を
中
心
に
―

田
邊　

大
貴	
韓
非
子
の
思
想
か
ら
見
る
現
代
の
日
本

寺
嵜　

大
典	

虚
妄
分
別
の
存
在
論
的
性
格 

―
三
性
説
を
中
心
と
し
て

―

中
村　

亮
太	

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
問
題
と
社
会
的
立
ち

位
置

守
屋　

亮
佑	

B.R.

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
と
不
可
触
民
解
放
運
動

金
谷　

依
津	

巴
金
『
寒
夜
』
に
描
か
れ
た
二
つ
の
女
性
像

高
木　

杏
菜	

芥
川
の
『
蜘
蛛
の
糸
』
と
ケ
イ
ラ
ス
の"T

he spider 
w

eb"

に
み
る
仏
教
理
解
の
違
い

細
田　

祥
広	

M
.K

.

ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
ヴ
ァ
ル
ナ
観

宮
崎　

貴
弘	

バ
ク
テ
ィ　

宗
教
詩
人 

カ
ビ
ー
ル
と
ミ
ラ
ー
ン
バ
ー
イ

の
詩

須
田　

晴
香	

「
胡
蝶
の
夢
」
寓
話
に
お
け
る
「
物
化
」「
夢
」「
分
有
り
」

田
中　

朋
寛	

台
湾
人
の
宗
教
観
か
ら
見
る
日
系
新
宗
教
の
需
要
と
変
遷

〈
Ⅱ
部
〉

高
島　

顕
彰	

神
仏
習
合

間
瀬　

さ
く
ら	

女
子
十
二
楽
坊
が
日
本
に
及
ぼ
し
た
二
胡
に
お
け
る
影
響

砂
長　

潤	

混
成 

―
映
画
『K

A
N

O

』
か
ら
み
る
台
湾
―

永
友　

涼	

「
酒
」
が
白
居
易
に
も
た
ら
し
た
幸
福
と
は

佐
藤　

亜
美	

杜
甫
の
送
別
詩 

―
梓
州
時
期
を
中
心
と
し
て
―

釼
地　

洸
希	

ト
ン
パ
文
字
に
見
る
日
本
へ
の
可
能
性 

―
現
代
日
本
へ

の
可
能
性
―

長
谷
川　

理
留
子	

日
本
仏
画
の
図
様
と
そ
の
展
開 

―
曼
荼
羅
と
浄
土
曼
荼

羅
か
ら
参
詣
曼
荼
羅
ま
で

菊
池　

聡
美	

創
価
学
会
に
お
け
る
死
生
観

山
田　

貫
太	

影
絵
芝
居
に
お
け
る
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ

吉
川　

周
平	

伝
統
仏
教
と
現
代
日
本
人
の
死
後
世
界
観

林　

拓
哉	

日
本
に
お
け
る
「
孝
」
の
受
容
と
そ
の
展
開 

―
現
代
日

本
の
家
族
関
係
を
考
え
る
―

八
木　

龍
一	

宮
沢
賢
治
の
作
品
に
見
ら
れ
る
東
洋
思
想

松
本　

仁
叡	

人
道
主
義
を
現
代
の
社
会
生
活
に
組
み
込
む 

―
性
善
説

の
可
能
性
―

森
田　

晃
成	

覚
如
の
生
涯

黒
川　

翔
太	

「
書
物
」
の
編
纂
に
つ
い
て 

―
紙
媒
体
の
今
後
―

野
坂　

勇
斗	

親
鸞
聖
人
の
安
心

大
学
院
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
修
士
論
文

針
貝　

京
子	

イ
ン
ド
密
教
に
お
け
る
タ
ー
ラ
ー
女
神
の
研
究

カ
ム
ピ
ラ
ー　

ア
イ
ラ
ダ
ー

	
パ
ー
リ
文
献
に
お
け
る
四
諦
十
六
行
相
の
成
立
の
研
究

是
松　

宏
明	
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
瞑
想
の
研
究
―
―
空
衣
派
シ
ュ
バ
チ
ャ
ン



─ 86 ─

ド
ラ
著
『
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ー
ル
ナ
ヴ
ァ
』
に
お
け
る
タ
ン

ト
ラ
思
想
に
つ
い
て
―
―	

高
木　

洋
介	

ア
ー
リ
ア
デ
ー
ヴ
ァ
に
於
け
る
否
定
の
思
想
―『
四
百
論
』

第
十
六
章
に
於
け
る
主
張
（pakṣa

）
に
つ
い
て
中
心
に

―

星
宮　

康
子	

イ
ン
ド
の
寿
命
論

蓮
見　

太
朗	

『
ブ
ッ
ダ
ヴ
ァ
ン
サ
』
に
お
け
るabhisam

aya

と

sannipāta
の
研
究

大
学
院
中
国
哲
学
専
攻
修
士
論
文

李　

慧
淳	

「
頑
主
」
の
人
物
像
に
表
れ
た
王
朔
の
意
識

于　

淼	

日
中
戦
争
中
の
老
舎
小
説
に
お
け
る
「
葛
藤
す
る
思
考
」

に
つ
い
て
―
『
四
世
同
堂
』
を
例
と
し
て

樊　

玉
文	

楽
府
詩
「
陌
上
桑
」
の
系
譜


